
｢生徒が輝く日本一の小規模校｣を目指して 
自立した社会人の育成(基盤づくり) ～「夢」・「努力(＝やり抜く)」・「感謝」～ 

 

｢生徒が輝く日本一の小規模校｣を目指して 

 
 
                  １２月４日(水)の「生き方タイム」でグループ討議の練

習が始まりました。 
この「生き方タイム」は、昨年度から実施している「新学習指導要領」で重視している「思考力・

判断力・表現力」を今年４月から１コマ増とした国語科の時間を活用して培うものです。今年度は
主として「論理的思考力」を育てるために、国語科の教師がメインとなり全生徒を全教師で指導す
る体制をとりました。「書く力」を着けるために、これまでに文章構成の基本とテーマ作文による論
理力の強化を中心に指導を重ねてきました。 
今月からは３年生に対し「話し言葉」による表現

力の指導を開始。第1回目となるこの日は、２００
字程度の物語を読んで感想や主題を発表する練習を
しました。初回と言うことで質問に対する答え方の
基本を、４名の教師が各々のグループで指導。生徒
の真剣な表情が印象的でした。 
この「話し言葉」による表現力の向上、受験生に

とっては特色選抜や一般選抜での「面接対策」を兼
ねることにもなります。１回１回を大事にすることは、本番でのよい面接に繋がります。 
１・２年生も追って練習が始まります。「思考力・判断力・表現力」を育てるとともに、社会人と

して必要とされる「聴く力、伝える力、そして相手に受け入れられる態度」等をこの機会を活用し
て身につけられるよう、目的意識を持った積極的な参加を期待します。 
 
   
                  先週から今週にかけての人権週間にあわせ、本校でも人

権に関して諸々のことを実施しています。今日１２／１１(水)予定している人権擁護委員の鏡山寺
坂井隆雄住職の人権に関する講話もその一貫です。 

ちなみに、国が強調項目として人権意識の普及・高揚をはかっているものには、
１４項目あります。以下はその一部です。 
・子どもの人権を守ろう 
・高齢者を大切にする心を育てよう 
・障害のある人の完全参加と平等を実現しよう 
・インターネットを悪用した人権侵害は止めよう 

本校では先週、スマホや携帯に関するアンケートを実施しました。現在これらのものは、インタ
ーネットが可能であり「ライン」を始めとするＳＮＳによる誹謗中傷等や犯罪への巻き込みが心配
されています。 
生徒の皆さんはもちろん保護者の方々も、人権週間や世界人権デーを契機として身の回りにある

人権に関心を持ち、知らず知らずのうちに行っている人権侵害への意識を高めていただければと思
います。 
 
 
                  本校を窓口とした各種コンクール・大会の結果の掲載。 

◆塩谷地区口腔衛生審査会 
○優良賞 ３年 松本悠汰、渡邉彩花、石﨑 茜 

２年 片山順平、手塚海斗、山口 輝、山﨑くるみ、渡邉琢巳 
１年 伊東拓真、竹田綾介、佐藤璃和 

 
◆氏家税務署管内 税に関する作文 
○連合会長賞 1年 荒井優輝 

 
◆第57回ＪＡ共県下小中学生書道コンクール 
○佳作 ２年 鈴木 京 

 
◆栃木県交通事故防止に関する作文コンクール 
○佳作 ２年 薄井美香 

平成２５年度矢板市立泉中学校だより【第１６号】 

中学「いずみ」 
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各種表彰 

 

｢話し言葉｣での表現力向上の指導開始 

 

背筋を伸ばし、相手の目を見て話しましょう 

人権週間12/4～12/10＆12/10世界人権デー 

 

平成２５年度年末の交通安全運動期間中 



 
                 １１月に実施した学校評価に関するアンケート結果につい

てお知らせします。 
生徒は１０項目のうち８項目、保護者は９項目のうち６項目で肯定的な意見が８０％を超えてい

ます。この結果は５月に実施した結果と同じような傾向です。前回と同様に、家庭学習に関する項
目（生徒③、④、保護者③）では、課題があります。 
家庭での規則正しい生活を身につけることが大切であることが改めて考えられます。特に学習に

ついては決まった時間に学習を始める習慣を身につけていくことが大切です。まずは、机の前に
座る時間をきちんと決めて学習に取りかかることから始めることが大切です。 
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◆保護者用 

学校評価に関するアンケート結果 
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